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(様式２）

国立大学法人徳島大学

差　　　額

（決算－予算）

 収入 　 　 　

運営費交付金 15,509 15,509 0

施設整備費補助金 980 1,022 42

補助金等収入 - 243 243 （注１）

国立大学財務・経営センター施設費交付金 45 45 0

自己収入 17,499 18,802 1,303 　

授業料、入学料及び検定料収入 4,627 4,460 △ 167 （注２）

附属病院収入 12,774 14,039 1,265 （注３）

雑収入 98 303 205 （注４）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 1,800 2,440 640 （注５）

長期借入金収入 836 836 0

承継剰余金 - 65 65

目的積立金取崩 - 182 182

計 36,669 39,144 2,475

 支出

業務費 28,763 28,410 △ 353 （注６）

教育研究経費 16,712 15,690 △ 1,022

診療経費 12,051 12,720 669

一般管理費 1,336 1,476 140 （注７）

施設整備費 1,861 1,903 42

補助金等 - 243 243 （注８）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 1,800 2,654 854 （注９）

長期借入金償還金 2,909 2,919 10

計 36,669 37,605 936

収入－支出 0 1,539 1,539

○予算と決算の差異について

（注８）（注１）に示した理由等により、予算金額に比して決算金額が２４３百万円多額となっています。

（注９）（注５）に示した理由等により、予算金額に比して決算金額が８５４百万円多額となっています。

（注１）予算段階では予定していなかった国からの補助金の獲得に努めたため、予算金額に比して決算金額が２４３百万
        円多額となっています。

（注２）授業料、入学料及び検定料収入については、在籍学生数の減及び受験者数の減により、予算金額に比して決算金
　　　　額が１６７百万円少額となっています。

（注５）予算段階では予定していなかった国、特殊法人及び民間からの受託研究の獲得に努めたため、予算金額に比して
        決算金額が６４０百万円多額となっています。

（注４）雑収入については、主として学校財産貸付料収入及び研究関連収入等により、予算金額に比して決算金額が２０
        ５百万円多額となっています。

（注３）附属病院収入については、平均在院日数の短縮、手術件数の増及び患者数の増等により予算金額に比して決算金
        額が１，２６５百万円多額となっています。

（注７）一般管理費については、予算段階では予定していなかった承継剰余金支出のため、予算金額に比して決算金額が
        １４０百万円多額となっています。

（注６）業務費については、経費の節減に努めたため、予算金額に比して決算金額が３５３百万円少額となっています。
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